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1はじめに
前稿「特別活動の研究」（その3）においては、昭和52年に改訂された
小学校と中学校の学習指導要領（4次改訂）に視点を当て、そこにおける
特別活動の様相を探った。昭和52年に改訂された小学校と中学校の学習指
導要領における特別活動は、小学校と中学校との関連を密にし、一層の充
実を図る立場より両者の目標を同一のものとして、そしてその中に「集団
の一員としての自覚を深め」と「自主的」という文言が新たに加えられて
いる。斯様な背景には、「教育課程の基準の改善」（昭和51年12月の教育課
程審議会の答申）において、過度な偏差値教育・受験競争に対する反省よ
りゆとりある充実した学校生活を標榜し、「ゆとりの時間」が新設され、
そして特別活動の持つ積極的な意義を再認識しようとする考えが存在した
からである。そして、特別活動の内容構成は、従来通り三領域に成ってい
るものの、小学校では「B学校行事」の領域に、中学校では「C学級
指導」の領域にそれぞれ多少内容が加えられ充実が図られている。
以上のことに鑑み、本論では平成元年の学習指導要領における特別活動
の本質を、学習指導要領の歴史を追うことによって探ることを目的とす
る。
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■戦後の特別活動
1「特別活動」（小学校・中学校）
［平成元年の『小学校学習指導要領』と『中学校学習指導要領』］
昭和62年12月に教育課程審議会は、「幼稚園、小学校、中学校及び高等
学校の教育課程の基準の改善について」答申し、そして「教育課程の基準
の改善のねらい」として、「（1）豊かな心をもち、たくましく生きる人間
の育成図ること。（2）自ら学ぶ意欲と社会の変化に主体的に対応でき
る能力の育成を重視すること。（3）国民として必要とされる基礎的・
基本的な内容を重視し、個性を生かす教育の充実を図ること。（4）国
際理解を深め、我が国の文化と伝統を尊重する態度の育成を重視するこ
と。」（1）等の四者を掲げた。この趣旨を踏まえて、特別活動においては、今
後特に望ましい人間関係の育成、基本的な生活習慣の形成、健康で安全な
生活を心掛ける態度の育成、日本人としての自覚、公共に奉仕する精神の
酒養などにかかわる指導を一層充実することが要請されている。（2）この趣
旨をのもとに特別活動の改善が図られたのであるが、まず小学校と中学校
のそれぞれの目標を見てみる。小学校の目標は、従来の目標と基本的には
変わらず、文言の一部が修正（「発達を図り、個性を伸長するとともに」
⇒「発達と個性の伸長を図るとともに」に修正）されただけであるが、一
方、中学校の目標は、文言の一部が修正（「発達を図り、個性を伸長する
とともに」⇒「発達と個性の伸長を図り」に修正）され、そして目標の最
後の部分に「人問としての生き方についての自覚を深め、自己を生かす能
力を養う。」という文言が新たに付加されている。
以下に、上記の文言が付加（中学校の目標の）された理由を簡約してお
く。青年前期に相当する中学生は、自己の将来における生き方や進路を模
索し始め、と同時に様々な人々の生き方等にも触れて、人間がいかにある
べきか、いかに生きるべきかについても考え始めるようになる。（3）こうし
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た問題に教師は生徒が積極的に取り組み、適切な解決策を見出していける
ように特別活動の各内容、とりわけ学級活動等の時間を計画的に活用して
指導・支援を行う必要がある。その際、人間としての生き方についての自
覚を深めさせ、集団や社会の中で自己を生かす能力を養うようにしていく
ことが重要である。（4）以上のことより中学校の場合、従来の目標に前述し
た文言が付加された理由が理解できよう。
次いで、小学校と中学校の目標を具体的に見てみる。小学校の目標は、
●望ましい集団活動を通して、一心身の調和のとれた発達と個性の伸張
を図るとともに、集団の一員としての自覚を深め、協力してよりよい
生活を築こうとする自主的、実践的態度を育てる。
となっており、一方、中学校の目標は、
●望ましい集団活動を通して、心身の調和のとれた発達と個性の伸張
を図り、集団の一員としてよりよい生活を築こうとする自主的、実践
的な態度を育てるとともに、人間としての生き方についての自覚を深
め、自己を生かす態度を養う。
となっている。まず、両者を一覧して気付くことは、いずれも「望ましい
集団活動を通して」「心身の調和のとれた発達」「個性の伸長」「集団の一
員として」「自主的、実践的な態度を」等の共通した内容が掲げられてい1～「ることである。以下、それぞれの内容について簡潔に考察を加えてみる。状況においては、二者の内容をまとめて考察を加える。目標の最初の「望ましい集団活動を通して」という部分は、特別活動の性格を考える際、その基盤であり、また目標を達成するための方法原理
である。このような活動を通して「心身の調和のとれた発達」「個性の伸
長」「集団の一員としての自覚」（小学校の場合。中学校の場合は「集団
の一員としよりよい生活」）及び「自主的、実践的な態度」を図ることが
特別活動において求められている目標である。（5）ここで言う「望ましい集
団」とは集団の各成員が互いに人格を尊重し合い、個人を集団に埋没させ
ることなく、それぞれの個性を認め合い、伸ばしていくような活動を行う
103
生野金三・北村好史・生野桂子・豊澤弘伸・中谷陽子
とともに、民主的な手続きを通して、集団の目指すべき目標や集団規範を
設定し、互いに協力し合って人間関係を築き、充実した生活を実現しよう
とする集団である。（6）次いで、「心身の調和のとれた発達と個性の伸長を図
る（リ）」という部分では、個々人が将来において自己実現を図るために
必要とされる資質についての基礎を育成することを強調している。人間は
本来心身ともに一体となって発達を遂げるものであるが、とりわけ小学校
や中学校の段階では、知的な面、心の面、身体的な面の三者の調和のとれ
た発達を遂げることが極めて重要である。その際、指導者である教師は
様々な内容を持つ集団活動の機会や場を通して、児童生徒の一人一人の個
性を良く把握し、それを一層伸長するように指導することが大切であろ
う。斯様にして児童生徒は「集団の一員」としての自覚を高め、協力して
よりよい生活を築いていこうとする意識に至るであろう。更に、「集団の
一員としての自覚を深め、協力してよりよい生活を築こうとする」（小学
校の場合。中学校の場合は、「集団の一員としてよりよい生活を築こうと
する」）の部分は、社会性の育成について示している。ここでは、自己の
所属する様々な集団に所属感や連帯感を持ち、集団生活の向上のために進
んで力を尽くそうとする態度を養うこと（7）を強調している。小学校の目標
の最後にある「自主的、実践的態度の育成」は、言うまでもなく「望まし
い集団を通」すということが前提となるのである。特別活動の各内容は、
本来自発的、自主的に実践を通して行えるような活動が多く含んでいる
故、指導者である教師は児童生徒の興味や関心、そして活動の要求に鑑
み、自主的、実践的な態度を養うよう、計画的に指導・支援していくこと
が必要である。
以上が目標をめぐっての考察である。以下に特別活動の内容の改善点を
簡約する。小学校の場合は、「学級活動」の新設、学校行事の改善、国旗・
国歌の指導の充実等と三者に亘って、中学校の場合は、「学級活動」の新
設、クラブ活動の改善、学校行事の改善、国旗・国歌の指導の充実等の四
者に亘ってそれぞれ変更が認められる。
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（1）小学校の改善点
①「学級活動」の新設
これは、改訂前の「学級会活動」（A領域の中の一つ）と「学級指導」
（C領域）とを統合して設けられた領域である。その内容は「学級や学
校の生活の充実と向上に関すること」及び「日常の生活や学習への適応
及び健康や安全に関すること」等の両者によって構成されている。
②学校行事の改善
この学校行事においては、集団生活への適応、自然との触れ合い、奉
仕や勤労の精神酒養にかかわる体験的な活動（8）が一層重視されている。
そのため、改訂前の体育的行事と保健・安全的行事とを統合して新たに
健康安全・体育的行事が設けている。
③国旗・国歌の指導の充実
改訂前は「国旗を掲揚し、国歌を斉唱させることが望ましい。」とし
たが、それが、「国旗を掲揚し国家を斉唱すること」と明確にされた。
（2）中学校の改善点
①「学級活動」の新設
これは、改訂前の「学級会活動」（A領域の中の一つ）と「学級指導」
とを統合して設けられた領域である。その内容は「学級や学校の生活の
充実と向上に関すること」「個人及び社会の一員としての在り方、学業
生活の充実及び健康や安全に関すること」「将来の生き方と進路の適切
な選択に関すること」等の三者によって構成されている。
②クラブ活動の改善
クラブ活動の種類に新たに奉仕的な活動が加えられている。加えて、
クラブ活動の実施の形態や方法は学校の実態に応じて弾力的に実施でき
るようになっている。
③学校行事の改善
この学校行事においては、集団生活への適応、自然との触れ合い、奉
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仕や勤労の精神の酒養等が一層重視されている。そのため、改訂前の
「旅行的行事」が「旅行・集団宿泊的行事」に、「勤労・生産的行事」
が「勤労生産・奉仕的行事」にそれぞれ改められている。
④国旗及び国歌の指導の充実
改訂前は「国旗を掲揚し、国歌を斉唱させることが望ましい。」とし
ていたが、それが「国旗を掲揚するとともに、国歌を斉唱するように指
導するもととする。」となっている。
小学校と中学校の特別活動の内容の改善点について触れた。これらの改
善点を見てみると、両者に共通する内容もいくつか認められる。ここに
は、小学校より中学校までの一貫的な流れの中において、それぞれ発達の
特性を重視しながら特別活動の内容の関連性を強調する方向で改善の趣旨
が踏まえられている。
2小学校の特別活動の様相
小学校の特別活動は、「目標」「内容」「指導計画の作成と内容の取扱
い」等の項より成っている。内容の構成は、従来と異なり「A学級活
動」「B児童会活動」「Cクラブ活動」「D学校行事」等の四領域よ
り成っている。
A学級活動
B児童会活動
Cクラブ活動
D学校行事
・儀式的行事
・学芸的行事
・健康安全・体育的行事
・遠足・集団宿泊的行事
・勤労生産・奉仕的行事
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（1）A学級活動
①学級活動の特質
学習指導要領においては、学級活動について、
学級活動においては、学級を単位として、学級生活の充実と向上を図
り、健全な生活態度の育成に資する活動を行うこと。
と示されている。児童の学校生活は、その大半が学級という集団を基盤と
して展開されている。その集団は教育的に構成されたものであり、その中
においては、学級生活の充実と向上を図るために問題点の原因や解決の方
法を話し合う等の具体的な活動を通して、個々人に学級集団の一員として
の自覚を深め、健康な生活態度を身に付けることができるようにすること
が重要である。
②学級活動の活動内容
ア学級や学校の生活の充実と向上に関すること。
イ日常の生活や学習への適応及び健康や安全に関すること。
学級活動には、二者の内容が掲げられている。これらは、学級の規模の
大小や地域の実態に拘わらず必ず実施しなければならいものであり、各学
級の児童全員が集団活動として行うことになるものである。（8）
前者のアは、個々の児童が協力して学校での生活を充実し、向上を図る
ための活動である。そこには、学級や学校における生活上の諸問題を解決
する活動と学級内の仕事を分担処理する活動との二者の内容が掲げられて
いる。これらは、一体的、有機的な関連を持って展開されることが重要で
ある。一方、後者のイには、日々の生活や学習への適応に関する活動と児
童の健康や安全に関する活動とが存在する。具体的には、不安や悩みの解
消、基本的な生活習慣の形成、望ましい人間関係の育成、意欲的な学習態
度の形成、学校図書館の利用や情報の適切な活用、健康で安全な生活態度
の形成、学校給食等が掲げられている。これらは、学級担任の教師による
意図的、計画的な指導の基に展開されることが重要である。
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（2）B児童会
①児童会活動の特質
学習指導要領には、児童会活動について、
児童会活動においては、学校の全児童をもって組織する児童会におい
て、学校生活の充実と向上のために諸問題を話し合い、協力してその
解決を図る活動を行うこと。
と示されている。児童会活動は、学校生活の充実と向上を目指して、全児
童が協力して諸問題を解決する集団活動である。全児童が協力して諸問題
を解決する故、その組織は当然学校の全児童を持って構成される。しか
し、その運営は主として高学年の児童が行うものとする。高学年になれ
ば、学校への所属感も高まり、集団的な活動の経験も増し、他のグループ
と協力して集団相互の向上発展を図ろうとする態度も身に付いて、全校的
視野に立って活動も可能になってくるからである。（9）
②児童会活動の活動内容
児童会活動における活動内容としては、
ア代表委員会活動
イ委員会活動
ウ児童会集会活動
等の三者が掲げられている。
ア代表委員会活動
これは、主として高学年の代表者が参加して、学校生活に関する
諸問題について話し合い、解決を図るための活動であり、全校児童
の意向を反映し、学校生活をより向上発展させるために自発的、自
治的に行わせる活動である。
イ委員会活動
これは、主として高学年の全児童が幾つかの委員会に分かれて、
自分達の学校生活を向上発展させ、より豊かにしていくための活動
である。
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ウ児童会集会活動
これには、全校の児童で行われる全校児童集会、学年の児童で行
われる学年児童集会等の二者が存在する。
これらの三者の活動は、言うまでもなく相互に有機的に関連させて展開
されるように配慮する必要がある。
（3）Cクラブ活動
①クラブ活動の特質
学習指導要領には、クラブ活動について、
クラブ活動においては、学年や学級の所属を離れ、主として第4学年
以上の同好の児童もって組織するクラブにおいて、共通の興味や関心
を追求する活動を行うこと。
と示されている。クラブ活動は、「主として第4学年以上の同好の児童を
もって組織するクラブにおいて」と示されているように、共通の興味や関
心を追求する学級や学年の異なった同好の児童による集団活動である。共
通の興味や関心を持って追求するクラブ活動は、児童にとって魅力的であ
る故、そこには楽しさが存在し、そして成功したときの満足感は、より充
実した活動への動機付けになるのである。
②クラブ活動の活動内容
クラブ活動における活動内容としては、
アクラブの計画、運営に関する話合い活動
イ共通の興味・関心を追求する活動
ウクラブの成果を発表する活動
等の三者が掲げられている。
アクラブの計画、運営に関する話合い活動
クラブ活動は、教師の意図によるものでなく、児童自らの手にで
一層具体的に立てられるものであり、そして話合いによって運営さ
れるものである。
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イ共通の興味・関心を追求する活動
クラブ活動は、共通の興味や関心を生かしながら追求していく活
動である故、その活動の大半は時間を児童が相互に創意工夫する活
動に充てられるのである。
ウクラブの成果を発表する活動
児童の活動意欲を高揚させるとともに、クラブ活動をより充実さ
せるためには、それぞれの活動の成果を発表し合う機会を設けるこ
とが望ましい。
これらの三者の内容は、明確に区別されるものではないが、相互に有機
的に関連を保ち、一体となって行われ場合が多いと考えられる。
（4）D学校行事
①学校行事の特質
学習指導要領には、学校行事について、
学校行事においては、全校又は学年を単位として、学校生活に秩序を
与え、集団への所属感を深め、学校生活の充実と発展に資する体験的
活動を行うこと。
と示されている。学校行事は、各教科では得られない教育的価値を有する
体験的な集団活動である。それをめぐって、学習指導要領では、
ア行事に積極的に参加させ、日常の学習成果の総合的な発展を図る
とともに、学校生活を楽しく豊かなものにする。
イ全校及び学年集団への所属感を深めさせるとともに、集団行動に
おける望ましい態度を育てる。
としている。前者のアにおいては、学校行事が他の教育活動における学習
なり経験なりを総合的に取り入れ、その発展を図る教育活動であることを
述べている。（10）後者のイにおいては、学校行事が「全校及び学年集団への
所属感」や「集団行動における望ましい態度」を育てるものであると述べ
ている。（11）
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②学校行事の活動内容
学校行事の活動内容としては、
?????儀式的行事
学芸的行事
健康安全・体育的行事
遠足・集団宿泊的行事
勤労生産・奉仕的行事
前述の如く、
等の五者を掲げている。
ア儀式的行事
これは、学校生活に有意義な変化や折り目を付け、厳粛で清新な
気分を味わい、新しい生活の展開への動機付けとなるような活動で
ある。その内容としては、入学式、卒業式、始業式、終業式、終了
式、朝会、開校記念に関する儀式、新任式、離任式等がある。
イ学芸的行事
これは、平素の学習活動の成果を総合的に生かし、その向上の意
欲を一層高めるような活動である。その内容には、学芸会、学習発
表会、作品展、音楽会、読書感想発表会、クラブ発表会（これらは、
児童が各教科等における日ごろの学習の成果を総合的に発展させ、
発表し合い互いに鑑賞する行事）と映画会、音楽鑑賞会、演劇鑑賞
会、（これらは、児童の手によらない作品や催物を鑑賞する行事）
との二者が存在する。
ウ健康安全・体育的行事
これは、心身の健全な発達や健康の保持増進についての関心を高
め、安全な行動や規律ある集団の体得、運動に親しむ態度の育成、
責任感や連帯感の酒養、体力の向上等に資するような活動でであ
る。その内容としては、健康診断、大掃除、避難訓練、交通安全指
導、運動会、競技大会、球技大会、水泳大会等がある。
工遠足・集団宿泊的行事
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これは、平素の異なる生活環境にあって、見聞を広め、自然や文
化等に親しむとともに、集団生活の在り方や公衆道徳等についての
望ましい体験を積むことができるような活動である。その内容とし
ては、遠足、修学旅行、野外活動、集団宿泊等がある。
オ勤労生産・奉仕的行事
これは、勤労の尊さや生産の喜びを体得させるとともに、社会奉
仕の精神を酒養する体験が得られるような活動である。その内容と
しては、飼育栽培活動、校内美化活動、学校園の手入れ、校庭の除
草活動、学校周辺の公園の清掃、公共施設の清掃等がある。
（5）指導計画の作成と内容の取扱い
小学校の特別活動の内容について触れた。最後に「指導計画の作成と内
容の取扱い」について触れることにする。
ここでは、「指導計画」をめぐって「（1）学校の創意工夫を生かすと
ともに、学校の実態や児童の発達段階などを考慮し、児童による自主的、
実践的な活動が助長されるようにすること」とし、そして「（3）学校
や児童の実態に応じて取り上げる指導内容の重点化を図るようにするこ
と」、そして「（4）学校や地域及び児童の実態に応じて、各種類ごとに、
行事及びその内容を精選して実施すること」としている。ここでは、学級
活動の授業として取り上げる内容、そして学校行事の内容等はいずれも学
習者である児童の実態に鑑み精選することの重要性を指摘する。
次いで、「学級活動（学校給食に係るものを除く）及びクラブ活動」の
それぞれに充てる授業時数をめぐっては、「（2）学校や児童の実態に応
じた指導が行われるように適切にそれぞれの授業時数を配当すること」と
している。（12）
更に、「儀式的行事」の入学式や卒業式等をめぐっては、その意義を踏
まえ「国旗を掲揚するとともに、国歌を斉唱するように指導するものとす
る。」としている。ここで着目すべきことは、従来の「望ましい」が「指
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導するものとする」と改められたことである。
3中学校の特別活動の様相
中学校の特別活動の様相は「目標」「内容」「指導計画の作成と内容の取
扱い」等の項のもとに明示されている。その構成は、従来と異なり四領域
と成っている。
A学級指導
B生徒会活動
Cクラブ活動
D学校行事
・儀式的行事
・学芸的行事
・健康安全・体育的行事
・旅行・集団宿泊的行事
・勤労生産・奉仕的行事
（1）A学級活動
①学級活動の特質
学習指導要領においては、学級活動について、
学級を単位として、学級や学校の生徒の充実と向上を図り、生徒が当
面する諸課題への対応や健康な生活態度の育成に資する活動を行うこ
と。
と示されている。学級活動は、学級を単位として、生徒が学級内に起こる
様々な生活上の問題を適切に解決しながら集団成員としての望ましい資質
や能力の態度を育てる活動である。
②学級活動の活動内容
ア学級や学校の生活の充実と向上に関すること。
イ個人及び社会の一員としての在り方、学業生活の充実及び健康や
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安全に関すること。
ウ将来の生き方と進路の適切な選択に関すること。
ここには、三者の内容が掲げられているが、これらはアのように学級に
おける協同生活の充実・向上及びそれに基づく学校生活全般の充実・向上
を図る活動と、イ及びウのように学級の生徒が共通して当面する現在及び
将来にかかわる主として個人の問題を学級の集団活動を通して解決する活
動を、それぞれの特質に応じて分類（13）されたものである。
アの活動内容の例としては、
学級や学校における生活上の諸問題の解決、学級内の組織づくりや仕
事の分担処理など．
が示されている。前半の「学級や学校における生徒上の諸問題」には、入
学式や進級、学級編成替え、転入・転出時の際に生じる諸問題、生徒会の
委員会やクラブヘ加入とその後の適応に関する問題等主に学級や学校の集
団生活に関わる生徒個々の問題解決の活動が存在する。その解決のために
教師は積極的に関わって指導・助言する必要があろう。一方、後半の「学
級内の組織づくりや仕事の分担処理」には、学級の組織づくりとその効果
的な活動、そして学級の成員の総てが何等かの役割を分担して協力し合う
活動等を重要している。そして、その組織は教師の適切な指導の支援のも
とに学級としての努力目標、組織を作成する必要性やねらい、活動の内容
や方法等を生徒に十分に理解せしめ、生徒の総意によって編成されること
が重要である。
イの活動内容の例としては、
（ア）青年期の理解、自己の個性の理解、個人的な不安な悩みの解消、
健全な生き方の探求、望ましい人間関係の確立など。
（イ）自主的な学習の意欲や態度の形成、選択教科等の適切な選択、学
校図書問の利用、情報の適切な活用など。
（ウ）健康で安全な生活第度や習慣の形成、性的な発達への適応、学校
給食など。
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等が示されている。このイには、生徒の個人としてのあり様及び社会の一
員としてのあり様、そして学業や健康や安全等に関する問題等の解決を図
るための活動等が存在する。学習指導要領においては、前述の如く三者の
具体的な内容が掲げられている。（ア）をめぐっては、青年期の特徴を個々
との関わりにおいて理解せしめ、自己受容と正しい自己理解を通して、生
徒個々の心の健康の保持増進に努めるよう支援して、望ましい人間関係を
構築するように誘っていくことが重要である。（イ）の内容は、学級を単
位とする学業指導と呼称されるものに相当する。ここにおいては、生徒自
ら学ぶ意欲を高め、自己の能力に応じた学習の目標を定めたり、学習方法
を改善したりして、主体的な学習の仕方を体得せしめるように指導・支援
を工夫することが重要である。（ウ）の内容は、人間の諸活動の基礎とな
る健康・安全を中核に据え、生徒が当面する諸課題の対するとともに、健
全な生活第度や習慣の形成を図るためのものである。
（2）B生徒会活動
①生徒会活動の特質
学習指導要領には、生徒会活動において、
生徒会においては、学校の全生徒を持って組織する生徒会において、
学校生活の充実や改善向上を図る活動、生徒の諸活動についての連絡
調整に関する活動及び学校行事への協力に関する活動などを行うこ
と。
と示されている。生徒会活動は、学校の全生徒が所属し、組織を編成して
協力し合い、生徒の諸活動についての連絡調整に関する活動を行うととも
に、学校行事への協力に関する活動を自主的に行い、学校生活の充実向上
を図る活動である。（14）
②生徒会活動の活動内容
生徒会活動における活動内容としては、
ア生徒総会及び生徒評議会
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イ生徒会役員会
ウ各種の委員会
等の三者が掲げられている。
ア生徒総会及び生徒評議会
生徒総会は、全校の生徒による生徒会の最高審議機関である。こ
こでは、年間の活動の結果の報告や決算の承認、生徒会規約の改正
等全生徒の参加のもとに生徒会としての基本的な事項について審議
を行う。一方、生徒評議会は、生徒総会に次ぐ審議機関である。そ
の構成は、生徒会以下の生徒会役員とは別途で、各学級の代表のほ
か、クラブや部及び各種の委員会の代表が参加する場合が多い。こ
こでは、生徒会に提出する議案などの審議、学級や委員会から出さ
れる諸問題の解決、クラブ活動や学級活動などに関する連絡調整な
ど、生徒会活動に関する種々の計画やその実施の審議に当たる。（15）
イ生徒会役員会
これは、会長、副会長、書記、会計等の役委員にとって構成され
ている。そして、年間の活動の企画と計画の作成、審議を必要とす
る議題の提出、各種の委員会の招集等生徒会全体の運営や執行に当
たる機関である。
ウ各種の委員会
これは、各学級の代表者によって構成されている。生活規律に関
する委員会、図書に関する委員会等学校の実情や伝統によって種々
設けられ、生徒会活動における実践活動の推進の役割を持ってい
る。
（3）Cクラブ活動
①クラブ活動の特質
学習指導要領おいては、クラブ活動について、
クラブ活動においては、原則として学年や学級の所属を離れ、共通の
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興味や関心をもつ生徒をもって組織するクラブにおいて、全生徒が文
化的、体育的、生産的又は奉仕的な活動のいずれかの活動を行うこと。
と示されている。クラブ活動は教科の学習では得られない生活が有してい
る共通の興味や関心を追求する活動であり、それは原則として学年や学級
の所属を離れた異年齢の集団による全生徒の活動である。
②クラブ活動の活動内容
クラブ活動における活動内容としては、
ア共通の興味や関心を追求する活動
イクラブ活動の計画や運営に関する活動
ウクラブ活動の成果の発表や学校行事に協力する活動
エクラブ活動をめぐって生ずる様々な問題を解決しようとする活動
等の四者が掲げられている。
ア共通の興味や関心を追求する活動
クラブ活動は、成員の興味や関心を幾つかの小グループに分けて
追求する活動である故、その活動の大半はこの時間に充てられる。
イクラブ活動の計画や運営に関する活動
クラブ活動は、教師の意図のよるものでなく、所属するクラブの
関する計画や運営をめぐっては生徒の話し合いによって行われるも
のである。
ウクラブ活動の成果の発表や学校行事に関する活動
クラブ活動をより充実させるため、それぞれの活動の成果を発表
し合う際、学校行事として行われる各種の行事に協力する活動でも
ある。
エクラブ活動をめぐって生ずる様々な問題を解決しようとする活動
教師の指導のもとにクラブ成員が共通に抱えている問題等を取り
上げ、その解決のためにクラブ内で話し合う等の活動である。
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（4）D学校行事
①学校行事の特質
学習指導要領においては、学校行事について、
学校行事においては、全校又は学年を単位として、学校生活に秩序と
変化牽与え、集団への所属感を深め、学校生活の充実と発展に資する
体験的な活動のこと。
と示されている。学校行事は、ややもすれば単調になり易い学校生活に望
ましい変化を齎し、学校生活に色彩を添え、折り目を付け、学校生活をよ
り豊かなものにするという意義を有している集団活動である。そこにおい
ては、生徒が協力して活動することによって、成就感や充実感味わい、優
れた校風を育て、連帯感を高揚するなど、他の活動では得がたい教育的な
価値を有している。
②学校行事の活動内容
学校行事の活動内容としては、前述の如く、
ア儀式的行事
イ学芸的行事
ウ健康安全・体育的行事
工旅行・集団宿泊行事
オ勤労生産・奉仕的行事
等の五者を掲げている。
ア儀式的行事
これは、学校生活に有意義な変化や折り目を付け、厳粛で清新な
気分を味わい、新しい生活の展開への動機付けとなるような活動で
ある。その内容としては、入学式、卒業式、開校記念日における儀
式、始業式、終業式等がある。
イ学芸的行事
これは、平素の学習活動の成果を総合的に生かし、その向上の意
欲を一層高めるような活動である。その内容としては、文化祭（学
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芸会）、音楽会、展覧会、映画や演劇の鑑賞会、講演会等がある。
ウ健康安全・体育的行事
これは、心身の健全な発達や健康の保持増進などについての理解
を深め、安全な行動や規律ある集団行動の体得、運動に親しむ態度
の育成、責任感や連帯感の酒養、体力の向上などに資するような活
動である。その内容としては、健康診断、交通安全指導、避難訓練、
健康・安全や学校給食に関する意識や実践意欲を高める行事、運動
会（体育祭）、競技会、球技会等がある。
工旅行・集団宿泊的行事
これは、平素の異なる生活環境にあって、見聞を広め、自然や文
化などに親しむとともに、集団生活の在り方や公衆道徳などについ
ての望ましい体験を積むことができるような活動である。その内容
としては、遠足、修学旅行、集団宿泊、野外活動等がある。
オ勤労生産・奉仕的行事
これは、勤労の尊さや意義を理解し、働くことや創造することの
喜びを体得し、社会奉仕の精神を養うとともに、職業や進路にかか
わる啓発的な体験が得られるような活動等がある。
（5）指導計画の作成と内容の取扱い
中学校の特別活動の内容について触れた。最後に「指導計画の作成と内
容の取扱い」について触れることにする。
ここでは、「指導計画」をめぐって「（1）学校の創意工夫を生かすと
ともに、学校の実態や生徒の発達段階などを考慮し、教師の適切な指導の
下に、生徒による自主的、実践的な活動が助長されるようにすること。」
とし、そして「（2）生徒指導の機能を十分に生かすとともに、教育相談
（進路相談を含む。）についても、生徒の家庭との連絡を密にし、適切に
実施できるようにすること。」としている。これは、指導計画の作成に当
たって、全体的に配慮する事項である。ここでは、特別活動の授業として
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取り上げる内容は、学習者である生徒の発達段階に鑑み、生徒の自主的、
実践的な活動を助長されるようにすることが重要であるとする。就中、以
下においては学級活動、クラブ活動、学校行事等をめぐっては、いずれも
「学校や生徒の実態に応じて」とあるように学習者の実態を踏まえて指導
内容を精選し、そして重点化して適切に指導していくことを強調してい
る。
次いで、学級活動とクラブ活動とに充てる授業時数をめぐっては、
「（3）学級活動（学校給食に係るものを除く。）については、年間35単
位時間程度以上の授業時数を配当するものとし、毎週実施するようにする
こと。」とし、「クラブ活動に充てる授業時数は、クラブ活動砂ねらいの達
成のために必要な時間が確保されるよう、学校の実態等に考慮して、適切
に決めること。」としている。（16）
更に、「儀式的行事」の入学式や卒業式をめぐっては、その意義を踏ま
えて「国旗を掲揚するとともに、国歌を斉唱するよう指導するものとす
る。」としている。ここで着目すべきことは、従来の「望ましい」が「指
導するものとする」と改められている。前述のごとくこれは小学校の内容
と同様である。
皿おわりに
本論は、表題に示した如く、「特別活動の研究」の第4報である。今回
は平成元年改訂の学習指導要領（小学校と中学校の）に視点を当て、その
本質を探った。前述の如く、小学校の学習指導要領においては「学級活
動」の新設、学校行事の改善、国旗・国歌の指導の充実等によって、そし
て中学校の学習指導要領においては「学級活動」の新設、クラブ活動の改
善、学校行事の改善、国旗及び国歌の指導の充実等によってそれぞれ充実
が図られたのである。加えて、小学校と中学校との関連を蜜にする改善が
なされたのである。そのことは、小学校と中学校の目標において、いくつ
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か共通する内容が認められていることからも窺い知ることができよう。斯
様な背景には、それぞれの時間に固定化された指導形態や活動形態が画一
的に行われ、取り上げる題材の内容や実態に応じて弾力的な活動形態や教
師の指導・支援が展開されなかったことが等があげられている。斯様なこ
とが踏まえられ特別活動の趣旨に「学校や児童の実態に応じて一層弾力的
に指導が行われようにするとともに内容の精選をはかる。」ということが
掲げられたのである。特別活動は、その時々の教育課程を反映しながら、
その中における独自の意義と充実が認められ、整理・充実してきたといえ
よう。斯様な把握の観点から見ても、今回改訂された学習指導要領は充実
したものといえよう。
ン王
（1）文部省『中学校指導書特別活動編』ぎょうせい平成元年p．1
（2）文部省『小学校指導書特別活動編』東山書房平成元年p．1
（3）文部省『中学校指導書特別活動』前掲書p．13参照
（4）同上書pp．13－14
（5）文部省『小学校指導書特別活動編』前掲書p．4
（6）文部省『中学校指導書特別活動編』前掲書p．10参照
（7）同上書p．11
（8）文部省『小学校指導書特別活動』前掲書p．15参照
（9）同上書p．34
（10）同上書p．53
（11）同上
（12）「学級活動及びクラブ活動の授業時数」をめぐっては、「小学校指導書特別
活動編」において、次のように掲げられている。
学校教育法施行規則の別表代に、学級活動及びクラブ活動に充てる各学年の
授業時数が示されている。第1学年から第3学年については、学級活動に充て
ることにする。第4学年以上については、継続的に活動を展開することが望ま
しいことから、学級活動とクラブ活動のそれぞれについて、毎週1単位時問を
充て、週の時問割上に位置付けて実施することになるであろう。
文部省『小学校指導書特別活動編』前掲書p．82
（13）文部省『中学校指導書特別活動』前掲書p．28
（14）同上書p．51
（15）同上書p．53
（16）「特別活動の授業時数」をめぐっては、「中学校指導書特別活動編」におい
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て、次のように掲げられている。
特別活動のうち学級活動（学校給食に係るものは除く。）とクラブ活動に充
てる標準授業時数は、上記アに示されように年間35～7単位時間である。この
うち35単位時間程度以上は学級活動の時間に充て、毎週実施することになる。
文部省『中学校指導書特別活動編』前掲書p．97
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